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日本文学研究を中心 として
林 文月(台 湾大学)
このたびは国際 日本文化研究セ ンターの中西進先生よ りお招 きをいた
だ き、 「台湾におけ る日本研究」 につ いてのお話をす るよ うに との こと
で したが、実は私 、 『源氏物語』 、 「枕草子』 と若干の近代小説 や随筆
等 を中国文 に翻訳 しましたが、大学 では中国文学 を専攻 していて 、日本
文学の研究者ではあ りませ んので、今 日は僭越 なが ら、私個人の知 って
いる限 りの台湾にお ける日本文学方面の事情 を少 し述べ させていただ き
た い と思 います。
先ず 、一言 お断 りして置 きますが 、台湾におけ る日本研究 は、皆様の
予 想外 に貧弱 な ものであ りまして 、私は誇 らかに ここに立 ってお話 しす
ることが出来 ないのが残念ですが 、事実 を事実 として注 目し、そ して こ
れを きっか けに深 く反省 して みるの も、あるいは今後私達 の 日本研究へ
の再出発の一 つのチ ャンスになるので はないか と存 じます。
周知の如 く、台湾は 日清戦争敗戦後 、下 関条約によ り日本 の領 土 とな
り、第二次世界大 戦が終わ るまで、50年 もの長 い月 日を、法律上 、台湾
人は 日本国民 として生活を していま した。 ことに都会 に住 む台 湾人 は 、
日常 日本語 を話 し、日本文 を読 み書 きしていま したので 、今 日に至 って
も、50代 以上の台湾人 は、たいてい流暢な 日本語 を話す こ とが出来 、中
には普通の会話 に 日本語 を入れな ければ充 分に意 味を表す こ とが出来 な
い人 さえ もいます。また読書は勿論 、手紙 も日本文 で書 いた方が便利だ
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とい う人 もた くさん います 。台湾大学(即 ち1928年 、 日本人 によ って創
立 された台北帝国大学)の 図書館内には、植民地 時代 よ り残 ってい る日
本書籍がか な りあ り、中 には現在 日本では見 られない善本 さえ保存 され
て います 。 この よ うに 日本研究 を発展 させ るのに有利 な条件を もつ所は、
およそ世界 に二つ とない とい って も大袈裟ではないで しょう。けれども、
台湾 にお ける 日本研究は貧 しいのです。 これには、少 な くて も二つ の原
因が あると私 は思 います。
その一つは 、少々時間的に遡 りますが、つ ま り、台湾人は植民地時代、
日本語を話 し、日本文 を読 み書 きしてはいま したが 、教育の分野 におい
ては 、文科 や法政科等 、人文思想 の高 い訓練 を受 ける ことを制限 されて
い ました。 これは 日本 人によ る植民地人民 に対す る一種の政治の面か ら
の予防 と配慮であ った と思 われます 。そのた め、当時地位 と教養の高 い
台湾人家庭 では、子孫 を医者 に育 て上 げることを最高の誇 りに思 って い
ました。医者は社会 的に地位が高 く、人 々に尊敬 され 、また高収入 を得
られ る職業 だったか らです 。 この気風 は、今 日に至 って もまだ残 り、医
学 生は大学 受験生 の トップの 目標 になって 、何回 も試験を受け る学生が
少 な くないのです 。
もう一つ の原 因は、終戦後 、急 にまた中国人に戻 った台湾人 が、今度
は新 しい国語 北京語 を一生懸命習わ なければな らず、国民政 府は北
京語 を一 日も早 く普及 させ るた め(ま た 、当時反 日意 識が残 っていたの
も事実 ですが)日 本語 と 日本の歌を全面的に禁止 しました。そのお蔭で、
台湾人 は短期間の 内に 中国語文 を覚 え、若い世代 は勿 論、戦前 日本教育
を受 けた中年以上の人々 さえも、北京 語を話 し、中国文 で読 み書 きが 出
来 るように な りました。
しか し、八年間にわた る日中戦争 は、中国人民 の心 の底 に深 い痛手 を
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残 し、 日本 に対す る敵意は、たやす く払 い除け られ るもので はあ りませ
んで した。その上 、中国人はず っと昔よ り、 日本 を単 なる東の海上 に存
在す る夷 と見ていました 一 これは 『三国志』以降の各朝代 の史籍 に載
せ られてい る記事 を見れば分か ります 一 それ故 、 日本 の文化 を も長 い
間無視 して来 ま した 。この よ うな偏 見は、日清戦争 の敗北 によって 目覚
め、改 めて現実 に対面す るよ うにな り、また20世 紀以降の 日本留学 ブー
ムによ って、魯迅、周作人や銭稲孫等 、多 くの留学生 の翻訳や紹介 を通
して 、本 当の 日本の姿が中国人の 目の前 に現れたのです 。しか し、日本
文化 に対す る関心 は、依然 として ご く少数 の人達の間だ けに止 ま り、政
府 も大衆 も無 関心で した 。
台湾が前 に申 しました よ うに、世界の どの国よ りも日本研究 を進 める
のに良い基礎 を もちなが ら、つ い目覚 ましい成 果が見 られなか ったのは、
以上 のよ うな歴史的、政治 的現実 に相絡 まった複雑 な原 因が存在 してい
たか らです。では、 このよ うなバ ックグラウン ドを もつ 台湾にお ける日
本研究 は どの ような現状であ るか 、以下 、私 は二つの方向に分 けてお話
をした い と思 います。
先ず 、教育が あって研究が あ り得 る ものですか ら、現在 の台湾 にお け
る大学 の 日本語文教育 を簡単 にご紹介 いた しましょう。
前 に も述べ ましたよ うに、終戦後 、国民政府は もっぱ ら台湾人 の北京
語 と中国文の能力を引 き上 げ るため、その上 、反 日情緒が多 くの大 陸系
中国人の心 に深 く潜んでいたため 、日本語 と日本の歌 を禁 止 しま した 。
その よ うな状況の下 に、大学教育の課程に 日本研究 に関す るものが見 ら
れなか ったのは、当然の こ とで した 。ただ、台湾大学文学部の外国語学
科 には、 日本 語の科 目が 、第二外国語(第 一外国語 は英語)と して 、フ
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ランス語、 ドイツ語、スペイ ン語等 と共 に設 け られていま したが、独立
した学科 としてでな く、言語訓練の段階に止ま っていま した。初 めの頃
は、 「日文一 」 「日文二」 と、二学科 にわた る課 程を、外 国語学科 の学
生 に限 らず 、校 内に広 く、各学科の学生達 のために設置 され ていま した
が 、その後 、20年 ほ ど前 、 「日文三」の課 程が増設 され 、現代文の 「文
学作品名著選読」 として 、日本語文の基礎 を もつ学生のた めに、普通会
話よ り、文学の分野に進 む試みが見 られ ます 。台湾大学で は、博士 コー
スを修了す るには、第二外 国語 をパ ス しなければ な りません(私 の指導
す る学生達 には、一応 日本文 で漢文学 に関す る論文が読 め るよ う、たい
てい 日本語文 の単位 を取 るよ うにと勧 めています)。 このよ うに、台湾
大学 では、 日本語文が未だ独立 した学科になっていませ んので、教 師は
言語研究者が 多数 を占めて いますが 、中には個人 的に和 歌 、 「方 丈記 』
を専攻す る翁蘇倩卿先生 、五 山文学、 日中比較文学 を研究す る陳 明玉先
生 、また若 い世代の趙姫玉 さん も比 較文学方 向に力 を そそ いで い ます 。
独立 した 日本語学科は、1963年 、文化大学 に 日本語学科が設 け られ る
よ うにな り、その後、三年 ごとに一つ の大学に増設 され るようにな りま
した。つま り、1966年 に淡江大学 、1969年 に輔仁大学、1971年 に東呉大
学 と、相次 いで新 しく日本語文教育 は、終戦後約20年 の タブーを破 って
よ うや く教育部(文 部省)に 認 め られ るよ うになったのですが、惜 しい
ことに、1972年 の国交断絶のた め、再 び途絶 えて しまい、18年 後 の1989
年 、や っと政治大学東方語文科の中に 日文組が設 け られ ま した。
これ ら、 日本語学科の ある大学は、政治大学 を除 くほか 、四校共 に私
立大学であ ります。初めの頃、四校 は教育部の学科規定 に制限 され 、会
話や普通の読 み書 き訓練 な ど、実 用方面 に重点 を置 いていたようですが、
近年来 、各校 を リー ドす る学部 の主任 、あるいは その後 に増設 された大
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学院の所長個人の専攻 、また その他 の配慮 によ り、徐 々に各 自独特の発
展が 目立 って来 るよ うにな り、文化大学の 日本研 究所 は、 経済 や政 治 、
いわゆ る日本学を重ん じてい る趣が 見 られ 、講座 も必 ず しも 日本語を使
用す ることに限 られず 、卒業論文 も中国文で書いて も差 し支 えないよ う
にな って います。文化大学 発行 の 「中 日文化』 とい う機関誌は 、戦後初
めて 日本語で発表 された ものだ けに、意義深 いものです 。
淡江大学 も、文化大 学 と類似 したよ うな所が あ りますが 、現在の学部
主任林丕雄氏 は、石川啄木 を研 究 していて、1989年 、岩手 日報の 「啄木
文学賞」 を受賞 された学者です。林氏は 目下淡江大学の 日本文学発展を
促す こ とに没頭す る一 方 、また今年の十一 月に当校で 「国際啄木討論会
議」 を開催す る準備を進 めて硫 ます。 これは台湾 にお ける初 めての 日本
文学 に関す る国際討論会 とな り、非常に大切 なスター トになるこ とと思
います 。
輔仁大学 は、カ トリック系の大学で、 日本語学科創立 間 もな く、 日本
人の シスター山崎 陽子先生が長年学部の主任を担 当 して いま したが 、二
年前 よ り当校卒業の林水福氏が 日本留学後 、母校へ戻 り、主任 を継 ぎま
した。氏 は古典文学 を学部の必修課 目に決め、他校 にない厳 しい例 を造
り上 げま した。また、同 じく当校卒業の楊承淑氏 も、 日本 留学修士獲得
後 、母校 に戻 り、1987年 再 び東京 のISSで 「逐次通 訳 」 と 「同時通訳 」
をマスター し、母校 と東呉大学 の大学院で通訳を教 えています。
林 氏 と楊氏 の如 く若 い世代が今 日の学界で 日本語文教 育のバ トンを受
けつ いでい ることは、台湾の 日本研究 に新 しい希望 を齎 す ことと、私 は
思い ます。何故な ら、彼 等は大 陸系、台湾本土 を問わず 、大戦後台湾で
成長 し、彼等の先輩のよ うな 日本 に対す る複雑 な心理的負担がな く、 日
本文化 を単純 に一つの外国文 化 として対面 し、受 け入れ ることが出来 る
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か らです。
輔仁大学には、現在 まだ大学 院が あ りませんが 、学風の伝統が厳 しく、
機 関誌 「日本語 日本文学研 究』が毎年一冊発刊 され 、内容は語学 研究 と
文学研究の両方を兼ねてい ます。 また、他校 に比べて国際学会が頻繁で、
1986年 、 「宗教 と文学 」の討論会が催 され た時 は、 日本か らも作家の遠
藤周作 、梅光大学学長 佐藤泰正や武田友寿 の諸氏が 出席 しました 。中で
も遠藤氏 は、台湾大学外国語学科で米国文学 を専攻 し、また作家 で もあ
る王文興氏 と通訳 を通 して対談 しました。1989年 十一月 には、また当校
で二 日間にわた る 「日本文学 と語学」の シンポ ジウムが 開催 され、 日本
か ら今井源衛 、仁平道明 、加藤正信 、駒井明、渡辺 憲司、佐藤泰正 の諸
氏が 出席 し、古典や近代文学 と語学 な どについて、熱烈な討論が行われ、
その論文 は去年 四月刊行 の 「日本語 日本文学研 究』第16輯 に発 表 されて
います。
東呉大 学は、他校 と少 々趣 を異 に し、 日本語教育 を特 に重ん じてい ま
す。 これは 当校が長年語学 を専攻 され る蔡茂豊氏の リー ドの下 にあるか
らだ と思い ますが 、日本 語学科 をもつ以上 の各大学の 中で も、東呉大学
は今年 よ り博士 コースを創立す ることになって います 。蔡氏が特 に 日本
語教育 に重点 を置 いてい る苦心 は、その厳格 な訓練 によ り、台湾本土 の
教師 を育て上 げた い意欲が あるか らです。大学 で教 師 とな り、プ ロモー
トが 出来 るには、学位が なけれ ばな りません。今までの学界 では、 日本
人教師 と数少 ない中国人(年 輩の台湾人 と、ごく少数 の 日本語 に通 じた
大 陸系中国人)に 限 られて いま したが 、年 ごとに増加 す る学 生 の ため 、
教 師の養成が必要 とな り、また優秀 な学生が誰 も彼 も日本へ 留学す るこ
とは不可能 です ので、 このよ うな発想が あった もの と思 います 。勿 論 、
語 学のみな らず 、古典文学 、近 代文学 、比較文学等 、幅広 いカ リキュラ
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ムが 、次 のバ トンを渡 され る若い教師達のために設 置 されています。
なお、東呉大学では 、夏休 み と冬休 みを除 き、月に一回の 日本語研究
会が あ り、教 師達が集 まって 、講演や討論 をしてい ます。機関誌 『東呉
日本語教育 」は、その名称か ら見て分か るよ うに 、 日本語教育 を中心 と
した もので 、学科 発展 の方針 が明 らか に現れ てい ます 。
政 治大 学東方語文学科 に附設 されている 日文組 は、創立 して まだ二年
足 らずの若 さで 、まだは っき りした方針が見 られ ませ んが 、元来 、政治
大学は行政や外交の人材を育 て るた めの大学 であるの と、また既 に存在
す る他の外国文組の発展ぶ りとを照 らし合わせてみます と、あ るいは将
来 その よ うな実用的な方向 に進 むので はないか と思われ ます。
この ほか 、台 中にある国立台 中商業専科学校に、1980年 応用言語学科
日本語専攻 が設置 され ま した。 ここは専 ら国際貿易の人材養成が 目標で、
機 関誌 『外 国学報』 は、実 用向 きの内容が多数 を占めて いるの も当然で
す 。
なお、台湾の各大学 や専科学 校で 日本学 に関す る学者 と、 日台学術文
化交流に関心 をもつ人 達の発案 によ って、1979年 、 「中華民国 日本研究
学会」が台北市で創立 され 、日本学 をいろいろな方面 よ り手広 く研究 し
てい ます 。 これ にも機関誌 『日本学報』が あ り、研 究紀要を毎年刊行 し
て います 。 これ と類似 して いて 、専 門に日本語文教育 をテーマに討論や
講演発表 をす る各大学 の 日本語文教師達の集 ま り 「台湾 日本語文研
究会」が1989年 に創立 され、来 る三 月で満二年 を迎 えます 。月に一回の
集 ま りで、学 校を越 えた広い視野 の下 に、各 々自分の経験や意見 を述べ
た り、 また特別講演 もある意 義深い新 しい組織です 。
以上 、現在台湾各大 学にお ける日本語学科 を通 して、 日本語文研究 を
紹介 しま したが 、この ほか 、歴史科の中に も、 日本史 、 日中関係史 、近
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代 日中関係史等の学科 を設置 して いる大学が数少 ないなが ら、何か所か
あ ります 。 ことに現在台湾大学で 日本史の講座 を担 当す る李永 熾 氏 は 、
早 くよ り日本の歴史 と文学 を通 して 日本 を理解す るこ とに注 目 し、専門
の研究以外 に、史籍や文学作品の翻訳を多数 出版 しています 。
今 日に至 って台湾の中央研究院(ACADEMIASINICA)には まだ独立
した 日本研究所が あ りません(欧 米研究所はあ ります)。 た だ、その う
ち近代史研究所の林明徳氏が 日本史 、黄 自進氏が 日中外交史 、黄福戻氏
が 中国におけ る日本人の文化産業事 、各々研究 に没頭 しています 。経済
研究所 には、黄安致 さんが日中貿易関係方面について研究をしています。学
界の最高機関におけるこのような現象は、政府が日本研究について甚だ無関心
であることを示しています。別に、中華経済研究院にも類似 したよ うな内容を
(例えば 日本に対する貿易の逆差問題)研 究 している学者がいますが、いずれ
も独立 した規模がまだありません。これはたいへん遺憾なことですが、事実で
あ りますので、あ りのままをお話 しした次第です。
次は出版界における日本関係の書籍をご紹介致しましょう。前に申 しました
ように、各大学や研究機関には、それぞれ日本語文や、日本研究の論文が載せ
られていますが、それは一般の書店にほとんど見 られません。また、大学院の
修士論文、及び教師の資格認定と昇格の際に提出される論文 も少なくないはず
ですが、大部分が校内の図書館に眠っていて、単行本 として出版 されているも
のは非常に少ないのです。それは読者が少なく、出版をして くれ る所が少ない
か らです。日本語学科の学生達のテキス トになるような会話や文法類の書籍が
本屋にず らりと並んでいるばか りで、同じ文法に関する本で も、深 い理論の方
は、著者が自費で出版するほかは、到底大衆に見られるチャンスがない と言え
ます。
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蔡華山氏が東呉大学で講義をした資料をまとめた 「日本文学史』 は売 り切れ
たのか、現在の書店には見当りません。別に劉崇稜氏の 「日本文学概論』(19
72年)が 、やはり学生の必要に応 じて再刊されています。文学類に比べますと、
歴史類は意外 と多いようで、 『日本史』だけでも、余又孫(1956年)、 李永熾
(1975年)、 鄭学稼(1977年)諸 氏の三冊が見られ、また、徐先尭氏の 『日本
近代史』、陶振蒼氏の 「日本史網』、林明徳氏の 「近代中日関係史」等があ り
ます。李永熾氏は日本文か らの翻訳で、 『日本近代国家の形成』 と 『歴史 と思
想』を出版 してお り、陳鵬仁氏訳の 「中日関係」も見られます。なお、近年来、
民間に仏教の信仰が急激に広まり、 「日本禅僧』、 『天台大師』、 『浄土本願
問答録』等の翻訳が書店の日本関係類の一角にあるのも面白い現象です。
私 自身は中国文学を専攻す る者で、日本へ来るたびに、東京の東方書店 、内
山書店には必ず漢文学に関す る著作を買いに行 きます(京 都の魯文堂や、朋友
書店等も同様ですが)。 そこには日本の学者が書いた中国研究の本が数 え切れ
ないほど、ぎっしり並んでいるのですが、それに比べると、本 当に中国人の日
本研究は貧弱なものです。
翻訳を研究の範囲に入れるか否かは、人によって異った意見があるようです
が、文学を通して外国の文化、歴史、社会、あるいはその国の人達の考 え方等
を認識するのに大切な役目をもつ ものと思いますので、現在台湾における日本
文学の翻訳について少しお話をいたします。
終戦後、一時禁止されていた日本語の使用は、台湾と日本の経済関係が頻繁
になるにつれて、段々と日本語をビジネス、または旅行等の上で使用す るチ ャ
ンスが多 くなり、必要に応 じて民間いたる所で個人的な日本語教室が出来 るよ
うにな り、また、必要に応 じて、簡単なビジネス方面の 日文書籍が何時の間に
か翻訳 され、出版 されるようになりました。それに引 き続 き、文学類の作品も、
徐々に翻訳 され、大学における日本語学科の設置より前に、雑誌や新聞に載せ
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られ、読者に歓迎 されていました。中年以上の台湾人は、だいたい日本文学を
原文で読めますが、大陸系の中国人と若い世代の台湾人は、翻訳 に頼 らなけれ
ば 日本文学に接触することが出来ません。
最初に 日本文学を大衆の前に紹介した翻訳者は、たいてい中年の台湾人で、
戦後苦労 して北京語を習い、中国文を学んだ人達でした。その中には、昔 自ら
が 日本文で文章を書いていた作家も少な くあ りません。例 えば楊逵、黄得時、
葉石濤、鍾肇政諸氏です。また、中には家庭の主婦が趣味でアルバイ トとして
筆を取った女性の例もあります。当時の劉慕沙、朱佩蘭、嶺月等は、未だにそ
の方面で活躍 しています。
時は流れ、次第に大学で日本語教育を受けた第二世代の者も加わ り、現在台
湾の翻訳界では、日本語翻訳者の人数は、英語翻訳者に匹敵し得、否 、それ以
上の人数になったかも知れません(原 因は、年輩の台湾人が必ず しも英語に堪
能であるかは疑わしいからです)。
しか し、民主社会において、文学の発展は完全に自由で、個人的なことであ
り、文学作品 もその点、ともすれば読者、マスコ ミ、またはマーケ ッ トに左右
されがちで、現在市場の様子をざっと見れば、日本文学の翻訳は他国文学に比
べれば数は少なくないのですが、大衆向きの ものが多く、本当の良い本の翻訳
はかえって少ないようです。なお、翻訳者も、出版者も、一定 したプランに欠
けていて、往々にしてマスコ ミの造 り上げるブームに影響 されが ちで、時には
皆こぞって同じ本を取 り上げた りして、読者を困らせています。例 えば川端康
成がノーベル賞を受賞 した時、同時に 「雪国』、 「千羽鶴』、 『古都』の訳本
が三種も四種 も出版 されました。時を急 ぐため、翻訳の素質も当然疑 わしいも
のです。また、三島由紀夫の自殺事件が新聞に掲げられた時も、 「金閣寺』等
の訳本が急にあちこちの書店のベス トセラーの注目点となりました。谷崎潤一
郎の 『細雪」が映画化され上映された時や、松本清張の推理小説が貸 しビデオ
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で見ちれるようになった時も、同じ情況でした』このような場合 、粗製乱造が
免れないのは、当然のことで、これは作者に対 し、また読者に対 して も、非常
に失礼 なことだと思います。
現在 、台湾における日本書籍の翻訳は、近代小説に注 目を集中 し過 ぎ、詩 、
随筆や評論等は、ほとん ど見られません。中でも、夏目漱石、芥川龍之介、安
部公房 、川端康成、三島由紀夫、井上靖、遠藤周作等の作品が主 な対象になっ
てお り、女流作家の中では、三浦綾子、曾野綾子、佐藤愛子等が トップを切っ
ていますが、いずれも全面的な紹介の意欲が見 られず、若干の短篇を集めた も
のが多いようです。
一つ注目に値す る現象は、久大文化出版社が 「日本文庫」のシリーズを1989
年よ り発刊 し、約30冊 の近代小説家の作品が翻訳されています。 このシリーズ
の特色は、前に訳者の序文 と日本文学に詳しい学者の解説があ り、後には作家
の年表が附録になっていて、読者の鑑賞と認識を導 く、教育的な面で、意義深
いと思います。また、光復書局の 「当代世界小説家読本」シ リーズの中に、 日
本の近代小説が十冊あり、久大の と類似したような編輯の趣が見 られます1も
う一つ、遠流出版社は、もっと視野を広げ、日本文学研究者の林水福氏 に依託
し、近代小説100冊 の翻訳を計画し、目下八冊だけが完訳 されています。 しか
し、出版社内部の事情で、暫 く中止状態になっているのが、たいへん遺憾であ
ります。
以上述べました情況は、全部近代小説に止まっていることに皆様お気付 きの
ことか と思いますが、実は古典文学の方は、もっと乏 しいもので、強いて申せ
ば、私が1978年 に完訳した 『源氏物語』と、1989年 の 「枕草子』のほか、李永
熾氏が1988年 、 「徒然草」、同年 『好色五人女』を完訳 し出版 しているだけで
す。李氏は別に 『好色一代男』をも完訳 しましたが、まだ出版されていません。
皮肉なことに、李氏も、私も、日本文学の研究者ではありません。李氏は台湾
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大学で日本史の講座をもち、文学 と歴史のつなが りを探究するため、熱心にい
ろいろと日本の文学作品を翻訳なさっていますが、私は20年前、 日中比較文学
の研究がきっかけになって、 『源氏物語』の中国文訳に打ち込んだのです 。な
お、東呉大学の薜柏谷氏が俳句の翻訳を時々新聞に載せているのが見 られます
が、まとまった本が出版 されるのは、何時のことか分か りません。
文芸評論の方は、もっと寂 しいあ りさまで、長年、厨川白村の著作が、何度
か繰 り返し翻訳され、時には作者の紹介が付け加えられているだけです。
少し話題が離れますが、台湾には日本書籍販売の専門店がかな りあ ります。
これは日本本土を除いてほかに余 り見られない不思議な現象か と思います 。台
北の本の街 重慶南路には昔 か らの伝統 を もつ 鴻儒 堂 と文 士書 店 が あ
り、 日本語 学科の学生や 、年輩 の 日本文に親 しみをもつ台湾人のために、
いろいろ と教科書や他の書籍が用意 されています 。十数年前 、邱永漢氏
の資本によ る永漢国際書店が堂々 と台北の 目ぬ き通 り 中山北路 と忠
孝東路に開かれ 、た くさんの 日本文書籍や雑誌 を直 接輸 入 して い ます 。
そして 、台北 よ り南の方へ と、六 カ所のチ ェー ンス トァーを増設 してい
ます 。三年前 に、紀伊國屋書店 も、同 じ く忠孝 東路 にあ る日中共営 のデ
パー トSOGOの 中にひ とコーナーを設 け、その後間 もな く、 日本人 居住
者の多い地区 、台北郊外の天母 に も、また一 カ所のチ ェー ンス トァーが
開かれ ました 。台湾 に住 む 日本人 は一万人 を越 えません。 これ らの書店
に入 るお客 さんは、実際 、大多数が 中国の読者です。永漢書店 も、紀伊
國屋 も、た いへ ん規模の大 きい本屋 ですが 、本棚 に並 ぶ書 籍 を見れ ば 、
大衆 向 きの ものが 多 く、娯楽 、スポーツ、旅行 、婦人雑誌や コ ミック等
が一番人気 をよんで、次 にはコ ンピュータ、 ビジネス、 医学 、家庭 的 、
実用 的な ものが 目立 ちます 。文学類 の本 は、そのただ一角にあるばか り、
それ も全部大衆 小説 、近代小説 ばか りで、古典文学 は全 く見 られません。
30
台湾の日本研究一日本文学研究を中心として一
店長 さん に尋ね ま した ところ、 「買い手がないか ら」と返事 されま した。
な るほ ど、本屋 は図書館 と違 って 、買 う人のために ある ものです か ら、
仕方 あ りませ んが 、大衆が功利に走 り、経済が成長す る一方 、人 間の素
質が平凡化す る悲 しさは、東 と西 を問わず 、世界中同じなのでしょうか。
話が大分長 くな り、愚痴 っぼ くなって 申 し訳 ございませ ん。以下、私
な りの結論 を申 しあげたい と思 います 。
最初 よ り、私 は批判的な 口振 りを もって話 を進 めて来ました。それは、
台湾が 日本研 究 に有利 な基礎を もっていなが ら、長年政治や その他の原
因のた め、今 日に至 って まだ著 しい成果 を上 げて いないこ とと、また 日
本 にお ける中国研究 に比べ ると、私達 は遥かに劣 って いるか らです 。
けれ ども、私 は悲観 的で はあ りませ ん。何故 な ら、 日本 の中国研究が
千年 もの歴史 を もつ のに比べて 、台湾にお ける日本研究 は、実際 ごく短
い20～30年 前 よ り再 出発を したか らです 。現在限 りある大学 内で努力 さ
れている結果 は、将 来時期が来れ ば、立派 に花咲 くもの と思います。ま
た、政府が経 済に一生懸命力 を尽 くす一方 、もう少 し教育 の視野を広げ
て くれれば、幸いだ と思います 。楽観的 な目で見 ます と、それが少 しず
つ芽生 えて来 たよ うで 、ちょうど私が ここへ来 る直前 、一 月十 一 日に 、
中華民 国政府の行政院文化建設委員会 は、 日本交流協 会 の協力 の下 に、
文化講演 を開催 しました 。日本 か ら森啓 、 日下公人 、中村 規 の諸 氏が 、
それ ぞれ 「行政の文化化」 、 「日本 の生活文化産業 の発展」 、 「東京文
化概説」等 をテーマに講演 きれ ました。 日本 と台湾の間 に このよ うな意
義深 い文化の交流 が、今後 も途絶 えず に積極的につづ け られれば、必ず
や台湾の 日本研 究は 目覚 ま しい発展 を見せ ることで しょう。
(1991年1月)
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